
八街市水道事業公営企業会計システム導入事業に係る評価基準

１．目的

この基準は、八街市水道事業公営企業会計システム導入事業の公募型プロポーザルにお

ける参加者からの提案、機能、価格、その他の条件等を総合的に判断し、八街市水道事業

にとって最も有利な者を選定するため、必要な事項を定める。

２．審査及び選定方法

八街市水道事業にとって最適なシステムを選定するため、予算限度内の見積価格で提案

したもののうち、提出した提案書、実施したプレゼンテーション等の内容について以下の

評価方法により評価し、総評価点が最も高い事業者を選定する。

３．選定委員

八街市水道事業公営企業会計システム導入業者選定委員会設置規定（内規）第６条第１

項に定める委員とする。

４．評価方法

評価方法は、技術評価及び価格評価による総合評価とし、以下の方法により一次審査及

び二次審査を実施し、受注予定者を選定する。なお、項目ごとの配点は、別表「八街市水

道事業公営企業会計システム導入事業評価基準表」（以下「評価基準表」という。）によ

り評価する。

（１）一次審査

事務局が、提案者から提出された書類を審査し、｢評価基準表｣（一次審査）に基

づいて審査を行う。参加者が多数の場合は、高い評価を得た提案者を３者選考する。

（２）二次審査

一次審査通過者は、選定委員会において、企画提案書に基づくプレゼンテーショ

ン及び各選定委員からの質疑応答により、提案者の対応力や、プレゼンテーション

力、その他の評価項目について、｢評価基準表｣（二次審査）に基づいて審査を行う。

実施順は、参加申し込み及び企画提案書等の受付順とする。

なお、本審査は、各選定委員の採点した点数を合計し、採点した選定委員の数で

除した数値を審査点とする。小数点以下の端数があるときは、小数点第１位を四捨

五入する。

（３）受注予定者の選定

一次審査及び二次審査における総評価点が、満点に対して６０％以上を獲得した

提案者のうち、総評価点が最も高い提案者を受注予定者として選定する。

なお、評価点の第１位の提案者が複数いる場合は、｢見積及び見積明細書①（デー



タ移行作業費用）｣｢見積及び見積明細書②（システム賃貸借（利用）保守等）｣の見積総

額が最も低い者を受注予定者として選定する。

また、二次審査までに提案者が１者となった場合であっても、二次審査は実施する

ものとし、総評価点が満点に対して６０％以上を獲得した場合は受注予定者とする。

５．審査点
（１）詳細機能要求項目及び帳票類の評価

詳細機能要求項目及び帳票類の審査点は、区分ごとに求める。

ア．詳細機能要求項目一覧表及び帳票類一覧表の区分ごとに回答結果を以下の

式に当てはめ、割合を算出する。

〔割合算出式〕

各区分、項目の機能要件・帳票要件回答種別ごとの回答数

各区分、項目の機能要件・帳票要件数

イ．算出した割合を以下の表に当てはめて、審査点を求める。

①機能要件回答・帳票要件回答「Ａ」の割合合計が８０％以上の場合

回答「Ａ」の割合を下表に当てはめて審査点を求める。

②機能要件回答・帳票要件回答「Ａ」の割合合計が８０％未満の場合

回答「Ａ」及び「Ｂ」の割合を下表に当てはめて審査点を求める。

※なお、必要事項の項目に「◎」のついている機能に関して、提案者に

根拠資料の提出を求めているため、根拠資料の提示が無い又は不足して

いる場合は、捏造・虚偽の提案とみなし詳細機能要求項目及び帳票類の

審査点を０点とする。

ウ．算出した審査点に対し、項目ごとの配点を下表に当てはめて合計点を求める。

例）配点２０点の項目に対し審査点４点の場合、２０点×８０％＝１６点となる。

審査点 割合

５点 １００％

４点 ９０％以上～１００％未満

３点 ８０％以上～９０％未満

審査点 割合

３点 １００％

２点 ９０％以上～１００％未満

１点 ８０％以上～９０％未満

審査点 合計点

５点 配点×１００％

４点 配点×８０％

３点 配点×６０％

２点 配点×４０％

１点 配点×２０％

０点 配点×０％

×１００



（２）企画提案書及びプレゼンテーションの評価

企画提案書については、事務局が記載内容により採点をおこない、プレゼンテーシ

ョンについては、委員会において各審査員が評価する。

企画提案書及びプレゼンテーションの内容により、次の式に当てはめ審査点を算出

する。また、評価項目ごとの重要性に応じて重要度（1～６）を設定している。（重

要度１から６の数字の上昇と重要性は比例している。）

算出された審査点に対し、重要度（１～６）を乗じ点数を算出する。

例）審査点５点の項目に対し重要度が６の場合、５点×６＝３０点となる。

６．配点
区分ごとの評価点の配点は、別紙「配点表」のとおりとする。

（３）価格の評価

価格評価の審査点は、導入費用（データ移行）、システム賃貸借費用（保守管理

費用含む）のそれぞれの見積価格により評価する。評価にあたっては、以下により

算出した数値を審査点とする。ア．導入費用〔満点１００点〕

参加者の最低見積価格

当該参加者の見積価格

※計算途中で生じた小数点以下の数値は、小数点以下第３位で四捨五入し、

最終的に算出された審査点は、少数以下第 1位を四捨五入する。

イ．システム賃貸借・保守費用〔満点１００点〕

参加者の最低見積価格

当該参加者の見積価格

※計算途中で生じた小数点以下の数値は、小数点以下第３位で四捨五入し、

最終的に算出された審査点は、少数以下第 1位を四捨五入する。

７．総評価点の算出方法

一次審査及び二次審査の評価点を合計し、選定委員の数で除した数値を総評価点としま

す。小数点以下の端数があるときは、小数点以下第１位を四捨五入する。

８．最低基準点

総評価の満点（１，０００点）の６０％（６００点）を最低基準点とする。

審査点 評価内容

５点 （A)非常に優れた提案

３点 （B)優れた提案

１点 （C)標準的（想定した水準）提案

０点 （D)低い水準または記載がない提案

１００ ×

１００ ×


